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               緒 方 洪 庵 と 適 塾  

                                   埼 玉 県  

                                     大 河 原  晃  

 

は じ め に  

  江 戸 時 代 の 医 学 は 、 大 別 す る と 漢 方 医 学 と オ ラ ン ダ 医

学 （ 蘭 医 学 ） の ２ 種 類 で あ る 。  

  我 が 国 に オ ラ ン ダ 人 が 始 め て 来 朝 し た の は 、 慶 長 ３ 年

（ １ ５ ９ ８ ） 頃 と 言 わ れ て い る が 、 西 洋 医 学 に 対 す る 関

心 は 、江 戸 中 期 ８ 代 将 軍 吉 宗 の 時 代 か ら 高 ま っ て い っ た 。

そ し て 幕 末 、 緒 方 洪 庵 （ １ ８ １ ０ ～ １ ８ ６ ３ ） が 出 現 し 、

大 坂 で 医 業 を 行 う 傍 ら 、 「 適 塾 」 を 開 き 、 蘭 学 を 教 え た 。 

  今 回 は 、 文 久 ２ 年 幕 府 の 奥 医 師 兼 西 洋 医 学 所 頭 取 と し

て 江 戸 に 招 聘 さ れ る 迄 の ２ ４ 年 間 、 こ こ を 根 城 と し て 活

動 し た 、 「 緒 方 洪 庵 と 適 塾 」 に つ い て 検 討 し て み た い 。  

緒 方 洪 庵 の 背 景  

  洪 庵 は 、 ４ 人 兄 弟 の 末 っ 子 で 、 備 中 （ 岡 山 県 ） に 生 ま

れ 、 大 別 す る と ５ つ の 転 期 に 分 か れ る  

 

第 １ の 転 期  

  足 守 藩 蔵 屋 敷 の 留 守 居 役 を 命 じ ら れ た 父 と 、 大 坂 に 住

み 着 い た 。 洪 庵 は 、 大 坂 で 暫 く 文 武 の 道 を 学 ん だ が 、 病

気 が ち で 十 分 勉 強 が で き な か っ た 。 た ま た ま 中 天 游 と 言

う 西 洋 医 学 の 専 門 の 先 生 を 知 り 、 ４ 年 間 西 洋 の 学 問 、 医

学 書 を 学 ん だ 。 し か し 、 中 天 游 は 、 あ ま り オ ラ ン ダ 語 を

読 め な っ か た 為 、 原 典 を 直 接 学 ぶ こ と を 勧 め た  

 

第 ２ の 転 期  

  文 政 １ ３ 年 ４ 月 （ １ ８ ３ ０ ） 江 戸 へ 行 き 、 当 時 江 戸 の

蘭 医 学 の 大 家 、坪 井 信 道 の 門 に 入 る 。洪 庵 ２ ２ 歳 で あ る 。

こ こ で 洪 庵 は 、 暇 な 時 に は 義 眼 を 作 っ た り 、 時 に は 按 摩

に 出 か け て 学 資 を 稼 ぎ な ら 、 ４ 年 間 学 ぶ 。 原 書 を 数 十 冊
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読 み 相 当 な 成 果 が 得 ら れ た 様 で あ る 。 途 中 坪 井 信 道 の 恩

師 で あ る 宇 田 川 榛 斎 に 、 内 外 の 薬 品 の 事 を 学 ん で い る 。  

                      

第 ３ の 転 機  

天 保 ６ 年 ２ 月 江 戸 を 去 り 、 郷 里 に 帰 る が 、 一 時 大 坂 へ 出

て 中 天 游 の 子 耕 介 を 助 け 蘭 学 を 教 え る 。 し か し 、 天 保 ７

年 ２ 月 （ １ ８ ３ ６ ） 長 崎 遊 学 の 為 、 中 天 游 の 子 耕 介 を 連

れ て 、 大 坂 を 発 つ 。 こ の 時 「 判 平 」 か ら 「 洪 庵 」 と 名 を

改 め る 。 ２ ７ 歳 で あ る 。 長 崎 で は ２ 年 間 勉 強 し 、 ニ － マ

ン に 学 ん だ と 伝 え ら れ て い る が 、 遊 学 中 の 様 子 は 明 か で

な い 。  

                     

第 ４ の 転 機  

天 保 ９ 年 １ 月 長 崎 を 発 ち 、 一 時 足 守 に 帰 る が 、 再 び 大 坂

に 出 て 、 瓦 町 で 医 業 を 行 う 傍 ら 、 「 適 塾 」 を 開 き 蘭 学 を

教 え る 。 ２ ９ 歳 で あ る 。 開 業 し て ま も な く 、 摂 津 名 塩 の

医 師 億 川 百 記 の 娘 八 重 を め と る 。 大 坂 で の ２ ４ 年 間 は 、

多 方 面 で 活 躍 し 、 医 者 と し て は 特 に 種 痘 事 業 に 力 を 尽 く

し た 。 そ し て 塾 も 瓦 町 か ら 過 書 町 に 天 保 １ ４ 年 移 っ た 。

現 在 も 、 ほ ぼ 原 形 を 維 持 し 、 大 阪 大 学 の 管 理 下 に あ る 。  

 

第 ５ の 転 機  

文 久 ２ 年（ １ ８ ６ ２ ）蘭 学 者 の 伊 東 玄 朴 等 の 薦 め に よ り 、

江 戸 幕 府 の 奥 医 師 に 招 か れ 、 そ れ と 共 に 現 在 の 東 京 大 学

医 学 部 の 前 身 で あ る 西 洋 医 学 所 の 頭 取 も 兼 任 す る 。 し か

し 大 坂 か ら 江 戸 へ 出 て 来 て 僅 か １ ０ ヶ 月 し か 経 た な い 内

に 、 昼 寝 か ら 目 覚 め て 突 然 の 多 量 の 喀 血 で 窒 息 死 す る 。

５ ４ 歳 で あ る 。                          

 

洪 庵 と 適 塾  

  洪 庵 の 蘭 学 塾 を 「 適 々 斎 塾 」 略 し て 「 適 々 塾 」 ま た は

「 適 塾 」 と 言 っ た 。 こ の 名 は 、 洪 庵 の 号 が 「 適 適 斎 」 で
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は あ る が 、 開 業 当 初 か ら 付 い て い た 様 で あ る 。 「 適 々 」

は 荘 子 の 太 宗 師 篇 の 一 編 に 由 来 し 、 「 自 分 の 心 に 適 す る

所 を 適 と し て 楽 し む 」 と 言 う 意 味 で あ る 。  

  さ て 過 書 町 の 適 塾 は 、 約 １ ４ ０ 坪 と 言 う 大 坂 に よ く あ

る 間 口 が 狭 く て 、奥 行 き が 深 い 土 地 に た っ た 住 居 で あ る 。

１ 階 の 奥 の 方 が 洪 庵 の 家 族 の 住 居 で 、 ２ 階 と 階 下 の 一 部

が 書 生 の 部 屋 に 当 て ら れ て い た 様 で あ る 。 書 生 の 為 の 大

部 屋 は 、 約 ３ ０ 畳 で 決 し て 広 く は な く 、 多 い 時 は 、 数 十

人 も 居 た 言 う か ら 、 せ い ぜ い 一 人 畳 一 枚 位 な も の で あ っ

た ろ う 。 塾 に 出 入 り し た 者 は 、 １ ６ ， ７ 歳 か ら ２ ２ ， ３

歳 位 の 若 者 で 、 大 村 益 次 郎 、 橋 本 左 内 、 大 鳥 圭 介 、 長 与

専 斎 、 福 沢 諭 吉 等 錚 々 た る メ ン バ － で あ る 。  

 適 塾 は 、 学 級 を 設 け 、 組 織 だ っ た 蘭 学 教 育 を 行 っ て い

た 。 塾 は 塾 頭 と そ の 下 の 塾 監 に よ り 管 理 さ れ て い る 。 学

級 は 、 文 法 を 習 う 初 級 か ら 、 高 度 な 原 書 を 勉 強 す る １ 級

迄 、 凡 そ ８ 級 あ る 。 文 法 の 本 は 、 当 時 文 法 論 で あ る オ ラ

ン ダ 語 の 「 ガ ラ ン マ チ カ 」 、 そ し て 文 章 論 の 「 セ イ ン タ

キ ス 」 で あ る 。 各 級 は 毎 月 ６ 回 、 凡 そ ５ 日 お き に 「 会 読 」

を 行 う 。各 級 は １ ０ 人 か ら １ ５ 人 位 か ら な り 、各 級 に「 会

頭 」 が い る 。 会 読 は 、 予 め 教 材 の ど こ を 会 読 す る か と 言

う 事 を 決 め て お き 、 会 読 の 当 日 に 、 ク ジ を 引 い て 席 を 決

め 、 順 番 に 数 行 づ つ オ ラ ン ダ 語 を 解 釈 さ せ る 。 そ し て そ

の 後 質 問 を さ せ 、 討 論 を し た 様 で あ る 。 こ の 会 読 の 結 果

会 頭 が 成 績 を つ け て 、 各 級 で ３ ヶ 月 首 席 を 続 け る と 、 一

つ 上 の 級 に 進 む こ と が で き た 。             

文 法 が 終 わ る と 、 後 は 会 読 ば か り で 、 一 冊 し か な い 原 書

を 、 皆 が 筆 写 し な け れ ば な ら な い 。 辞 書 は 「 ズ － フ 」 と

呼 ん で い た ズ － フ ・ ハ ル マ の 蘭 和 辞 書 と 、 上 級 者 の ウ ェ

－ ラ ン ド の オ ラ ン ダ 語 だ け で 書 い た 辞 書 が あ っ た だ け

で 、 会 読 の 前 夜 に は 、 こ の 辞 書 が お い て あ る 部 屋 （ ズ －

フ 部 屋 ）に は 、夜 通 し ロ ウ ソ ク の 火 が 灯 っ て い た と 言 う 。

福 沢 諭 吉 に よ る と 、 教 材 に な る 原 書 は 、 医 学 、 物 理 学 の
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本 を あ わ せ て １ ０ 冊 も な か っ た と 言 う 。 当 時 原 書 が 如 何

に 入 手 し に く く 、 貴 重 で 尚 か つ 高 価 な も の で あ っ た が 分

か る 。 因 み に 当 時 「 ワ ン ダ － ベ ル ト 物 理 書 」 と 言 う の が 、

８ ０ 両 で 約 ６ ４ ０ 万 円 も し た と 言 う 。 こ の 様 に 貴 重 な 本

は 、藩 主 に 買 っ て も ら い 、蘭 学 者 が 借 り て 読 ん だ と 言 う 。 

そ し て 会 読 が 終 わ る と 、 塾 生 は ど っ と 市 中 に 繰 り 出 し 、

手 が つ け ら れ な い ほ ど 大 騒 ぎ を し た と 、 福 沢 は 自 伝 の 中

で 語 っ て い る 。 ま た 長 与 専 斎 は 、 「 元 来 適 塾 は 医 家 の 塾

と は い え 、 そ の 実 蘭 書 解 読 の 研 究 所 に て 、 書 生 に は 医 師

に 限 ら ず 、 兵 学 家 、 砲 術 家 、 本 草 家 等 凡 そ 当 時 蘭 学 を 志

す 程 の 人 は 皆 こ の 塾 に 入 り て 支 度 を な す 」と 言 っ て い る 。

考 察  

  洪 庵 が 大 坂 で 適 塾 を 開 い た 背 景 に は 、 師 中 天 游 の 学 統

を 継 ぐ と い う 理 由 も あ っ た で あ ろ う が 、そ の 奥 に あ っ た 、

中 天 游 に 至 る 迄 の 大 坂 の 蘭 学 風 土 が あ っ た 上 で の 事 で あ

る と 思 う 。 大 坂 の 蘭 学 そ し て そ の 基 礎 と な る 実 証 精 神 の

起 源 は 、 蘭 学 と は 関 係 な い 大 坂 の 風 土 か ら 生 ま れ た も の

と 言 え る 。 例 え ば 大 坂 で 始 め て 蘭 学 研 究 グ ル － プ を 作 っ

た 橋 本 宗 吉 の 医 家 グ ル － プ か ら は 、 腎 臓 が 血 液 の 濾 過 装

置 で あ る 事 を 世 界 に 先 駆 け て 見 つ け た 伏 屋 素 狄 や 、 「 整

骨 新 書 」 で 知 ら れ て い る 各 務 文 献 等 が い る 。 大 坂 や そ の

周 辺 の 風 土 の 中 で 、 橋 本 宗 吉 に 学 ん だ 医 学 者 グ ル － プ の

一 員 で あ っ た 中 天 游 の 下 で 、 蘭 医 学 の 修 業 を 始 め た の が

緒 方 洪 庵 で あ っ た 事 か ら も 頷 け る 。 し か し こ こ で 気 に な

る の は 、 適 塾 の 時 代 に 洪 庵 と 門 下 生 の 間 に 、 こ れ に 匹 敵

す る 様 な 創 造 的 な 仕 事 を し た 人 は 見 つ け に く い 。 そ れ は

当 時 ペ リ － 来 航 等 外 圧 も あ り 、 い ち 早 く 西 洋 文 化 を 日 本

へ 吸 収 す る の が 先 決 で 、 押 し 寄 せ る 多 く の 情 報 が 創 造 的

発 意 の 芽 を 摘 ん で 行 っ た の で は な い か と 思 う 。  

 

ま と め  

 拙 速 主 義 的 脱 亜 入 欧 論 に は 、充 分 議 論 の 余 地 が あ る と 思
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う が 、 そ の 様 な 中 、 適 塾 は 「 国 の た め 。 道 の た め 。 人 の

た め 」 に 、 役 立 つ 人 物 を 輩 出 す る 礎 に な っ た は 事 実 で あ

る 。 ま た 一 方 適 塾 の 人 が 創 造 性 に 本 来 欠 け て い た の で は

な い か と 言 う 見 方 も あ る が 、 時 代 の 趨 勢 が 、 そ れ を 許 す

環 境 に は 無 か っ た の で は な い か と 思 う 。  

 

参 考 文 献  

緒 方 洪 庵 伝  緒 方 富 雄 著  岩 波 書 店  他  


